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日　時：平成20年９月20日（土）９時30分～ 10時
場　所：千葉大学けやき会館　１階大ホール
出席者：23名（開始時）
記録者：清水安子評議員，髙橋良幸会員
１．開会
　小坂評議員より，本会の総出席者は23名，委任状提出
は計229名であり，会則第４章第21条第３項の条件（会
員の10分の１以上の出席＝現在の会員571名中58名の出
席または委任状が条件）を満たしているため，総会が成
立することが報告され，平成20年度総会の開会が宣言さ
れた。
２．挨拶
　正木理事長より，現理事は今期で任期終了となるこ
と，これまで学会ロゴマークの作成を学会業務の事務委
託など様々前進があったこと等が述べられ，次期理事に
おいてもますますの発展を期待すると述べられた。
　（会則第４章第21条により，これより石井邦子学術集
会長が議長として議事を進行した。）
３．報告
１）活動報告
　⑴理事会・評議員会報告
　 　正木理事長が，資料１に基づき，理事会・評議員会
の活動を報告した。学会ロゴマークをホームページに
掲載することとなったこと等が説明された。
　⑵編集委員会報告
　 　宮﨑理事が，資料１に基づき報告した。千葉看護学
会誌14巻１号が学会ロゴマークの入った新しい装丁で
発行されたこと，また現在14巻２号の投稿論文を査読
中であることが報告された。
　⑶研究活動推進委員会報告
　 　本田副理事長が資料１に基づき報告した。パネル
ディスカッションや第３回教育・研究セミナーが開催
され，平成21年２～３月ごろに第４回教育・研究セミ
ナーを計画中であることが報告された。
　⑷広報委員会報告
　 　石橋理事の代理として佐藤理事が資料１に基づき報
告した。ロゴマークの周知と活用，ホームページの拡
充，新規入会者獲得のための活動が行われたことが報
告された。
　⑸第14回学術集会企画・実行委員会報告
　　佐藤理事が資料１に基づき報告した。
２）庶務関係報告
　 　酒井理事が資料１に基づき報告した。平成19年９月
22日～平成20年９月19日に，新入会27名，退会者15
名，資格喪失による退会者11名で，平成20年９月19日
現在，会員数は571名であることが報告された。
３）第６期評議員選挙結果の報告
　 　正木理事長が資料１に基づき報告した。投票総数
109票（投票率36.8％），有効投票数102票で，千葉看
護学会第６期評議員として19名が本人の承諾を得て，
選出されたことが報告された。
　以上の報告について，拍手をもって承認された。
４．議事
１）平成19年度収支決算報告
　 　吉田理事より資料２に基づいて説明があった。項目
１．会費の収入が100万円減となっていることについ
て，学会事務を本年度より業者委託としたため，会費
納入案内が現行の３月から６月へとずれ込んだことに
よるものであることが説明された。
２）平成19年度会計監査報告
　　佐藤監事より資料２に基づいて説明があった。
　１），２）について，挙手過半数以上あり承認された。
３）平成21年度事業計画案
　 　正木理事長より資料３に基づいて説明があり，拍手
をもって承認された。
４）平成21年度収入支出予算案
　 　吉田理事より資料４に基づいて説明があり，挙手過
半数以上あり承認された。
５）新役員（第６期）の承認
　 　正木理事長より資料４に基づいて，理事７名，監事
２名が選出され，新理事候補者による会議により，千
葉看護学会第６期理事長として宮崎美砂子氏が互選に
より選出され，副理事長として岡田忍氏が指名された
ことが報告され，挙手過半数以上あり承認された。
６）第16回学術集会会長の承認
　 　正木理事長より理事会，評議員会で第16回学術集会
会長として荒木暁子氏（千葉リハビリテーションセン
ター副看護部長）が推挙されたことが報告され，挙手
平成20年度千葉看護学会総会議事録
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過半数以上あり承認された。
５．第15回学術集会会長の挨拶
　眞嶋朋子氏より挨拶があった。第15回学術集会は10月
初旬の開催を準備中であることが話された。
６．閉会
　小坂評議員により閉会の辞が述べられた。
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理事会・評議員会活動報告
平成19年度
　第１回書面理事会（H19. 11. 20～11. 22）
審議事項：
・平成19年度総会議事録が承認された。
平成19年度　第４回理事会（H19. 12. 21）
出席者： 正木理事長，石橋，佐藤，酒井，宮崎，吉田各
理事，佐藤，黒田監事
欠席者：本田副理事長
審議事項
・ ロゴマークについて。工学部小原先生に依頼し完成し
たのでホームページに掲載することが承認された。
・評議員選挙について
　 　次期評議員選挙にむけて，会費納入期限日を決定し
た。選挙管理委員候補を５名選出した。
・名誉会員について
　 　名誉会員として承認された旨を通知する文章を作成
し，当該会員に送付することになった。
・第13回学術集会からの要望書について
　 　第13回学術集会の永井会長からの要望について審議
し，学術集会と学会との連携調整を強化していく対策
について決定した。
平成20年度　第１回理事会（H20. 4. 30）
出席者： 正木理事長，石橋，酒井，宮崎，吉田，佐藤ま
ゆみ各理事　佐藤，黒田監事
欠席者：本田副理事長
審議事項
・ ロゴマーク入り封筒について。これまでの封筒の在庫
が無くなり次第，ロゴマーク入り封筒の印刷を検討す
ることが承認された。学会誌表紙にロゴマークを入れ
ることが承認された。
２）入退会の承認
　 　入会８名，退会１名が承認された。
平成20年度
　第１回書面理事会（H20. 5. 13～5. 21）
審議事項：
・第13回学術集会収支決算書が承認された。
平成20年度
　第２回書面理事会（H20. 7. 14 ～ 7. 18）
審議事項：
・選挙管理委員の交代が承認された。
平成20年度　第２回理事会（H20. 7. 31）
出席者： 正木理事長，石橋，酒井，宮崎，吉田，佐藤ま
ゆみ各理事　佐藤，黒田監事
欠席者：本田副理事長
審議事項
・ロゴマーク入り封筒について
　ロゴマーク入り封筒の仕様が検討され，承認された。
・平成19年度収入支出決算報告
・平成19年度収入支出監査報告
・平成21年度事業案
・ 平成21年度収入支出予算案。検討した結果，書面理事
会で再度審議することとなった。
・平成20年度総会について
・第16回学術集会長の承認
・入退会の承認
　入会15名，退会14名が承認された。
平成20年度
　第３回書面理事会（H20. 9. 16～9. 18）
・平成21年度予算案について
平成20年度　第３回理事会（H20. 9. 19）
出席者： 正木理事長，本田副理事長，酒井，宮崎，吉田，
佐藤まゆみ各理事，黒田監事
欠席者： 石橋理事，佐藤監事
審議　
・ 学術集会への申し送り内容について
・ 新役員（第６期）の承認について
・第16回学術集会長の承認について
・入退会の承認について
・平成20年度総会について
千葉看護学会活動報告　（平成19年９月22日～平成20年９月19日）
資料１
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平成20年度　第１回評議員会
出席者： 正木理事長，本田副理事長，酒井，佐藤，宮崎，
吉田各理事，黒田監事，大塚，小坂，小西，清
水，中村，森各評議員
欠席者： 石橋理事，佐藤監事，荒木，岡田，定廣各評議
員
審議事項
・平成19年度収支決算報告
・平成19年度会計監査報告
・平成21年度事業計画案
・平成21年度収入支出予算案
・新役員（第６期）の承認
・平成21年度総会について
・第16回学術集会会長の承認
＜現時点での会員数＞
平成19年９月22日～平成20年９月19日に，新入会27
名，退会者15名，資格喪失による退会者11名で，平
成20年９月19日現在，会員数は571名。
編集委員会報告
委員長：宮崎理事
委　員：石井，岩崎，眞嶋，山本，吉本各会員
平成19年度　第６回編集委員会（H19. 11. 1）
　千葉看護学会会誌第13巻２号の投稿論文のうち取り下
げ申請のあった１編を除く10編について再査読結果を受
けて審議し，２編を採用，８編を修正後編集委員会審議
とした。編集委員会では修正論文を審議した結果８編を
採用した。
千葉看護学会会誌第13巻２号発行（H19. 12. 30）
平成20年度　第１回編集委員会（H20. 4. 3）
　千葉看護学会会誌第14巻１号の投稿論文18編の査読者
及び担当委員を決定した。
平成20年度　第２回編集委員会（H20. 5. 13）
　千葉看護学会会誌第14巻１号の査読結果を受けて審議
し，15編を修正後再査読，３編を修正後編集委員会審議
とした。本年度より学会誌に掲載する学術集会案内及び
学術集会報告の原稿依頼を編集委員会が行うことを申し
合わせた。
平成20年度　第３回編集委員会（H20. 6. 25）
　千葉看護学会会誌第14巻１号の投稿論文のうち取り下
げ申請のあった１編を除く17編について再査読結果を受
けて審議し，７編を採用，７編を修正後編集委員会審議，
３編を不採用とした。編集委員会では修正論文を審議し
た結果７編を採用した。
千葉看護学会会誌第14巻１号発行（H20. 8. 30）
　会誌表紙を学会ロゴマークの入ったデザインに刷新し
た。
平成20年度　第４回編集委員会（H20. 9. 5）
　千葉看護学会会誌第14巻２号の投稿論文14編の査読者
及び担当委員を決定した。
研究活動推進委員会報告
委員長：本田副理事長
委　員：黒田監事，赤沼，小川各委員
パネルディスカッション開催（H19. 9. 22）
　学術集会時に同時開催
　テーマ：看護実践を研究する
　　　　　－セルフケアへの介入研究－
　学会誌13（2）参照
平成19年度　第４回研究活動推進委員会
　（H20. 1. 7～1. 15メール会議）
・教育・研究セミナー企画
平成19年度
　第５回研究活動推進委員会（H20. 2. 28）
・教育・研究セミナー運営方法
・講師との打ち合わせ
第３回教育・研究セミナー開催（H20. 3. 22）
場　所：千葉大学看護学部
テーマ：看護実践をはかる
　　　　－様々な角度からの測定と方法－
内容・講師
１） 人の反応を測定する－生理的指標の看護実践への適
用 　　田中裕二（千葉大学）
２）看護実践環境の測定－効果的活用に向けた課題
 　　緒方泰子（千葉大学）
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平成20年度
　第１回委員会（H20. 8. 8～13電話・メール会議）
・活動計画の確認，内容・時期，予算案の検討
　平成20年度第１回理事会で，前会の学術集会会長から
の意見報告があり，当初予定されていた学術集会時に同
時開催のパネルディスカッションを開催しないことに
なった。そこで，以下の２つの内容・時期を検討した。
①　研究活動推進に向けた会員のニーズ調査
　時期：９月末～ 10月実施予定
　内容
　・ 研究方法に関するセミナーへの希望
　・ 研究を推進する上で学会に支援してほしい事柄
②　教育・研究セミナー
　時期：平成21年２月～３月
　場所：千葉大学看護学部内
　内容：研究方法に関すること
　　　　（①の調査結果を反映させる）
広報委員会報告
委員長：石橋理事
委　員：小西評議員，金丸，多田，野崎各会員
１．誕生したロゴマークの周知と活用
　平成19年度学術集会会場にて投票の結果選ばれたマー
クについて，工学部の小原先生と交渉を進め，平成20年
３月末に様々な形で活用できるデザインとしていただい
た。
　このロゴマークが誕生したことについては，会員の皆
様には，ホームページのほか，５月発送の会費納入通知
と合わせてロゴマーク誕生のお知らせ文書を発送した。
　今後は，学会誌の表紙にもロゴマークを活用する予定
である。
２．ホームページの拡充
・ 「ロゴマーク誕生」のコンテンツを新設し，原案から
実用的デザイン化に至る過程を紹介した。
・ 第13回学術集会のホームページ掲載記事を本委員会で
作成，掲載した。
・ 第14回学術集会実行委員と連携し，学会のホームペー
ジ内に「学術集会のお知らせ」を組み込む形とし，学
会員や学会参加を検討している関係者にとってアクセ
スしやすい環境を整えた。
３．新規入会者獲得のための活動
　平成20年７月５日（土），看護学部同窓会主催の企画
内で，本学会の紹介のためのブースを設け，学会誌の販
売，新規入会受付を行なった。しかし，看護学部同窓生
は既に学会員であることが多いため，新規入会者はなく
会費納入を促進する結果であった。
第14回学術集会企画実行委員会報告
委員長：佐藤理事
第１回企画委員会（H19. 12. 26）
・ 企画委員の委嘱
・ 第14回学術集会プログラムについて
・ 第14回学術集会予算案について
・ 企画委員会の活動計画について
第２回企画委員会（H20. 2. 13）
・ 学術集会メインテーマについて
・ 各企画について
・ 発表申込方法について
・ 会場配置について
・ 案内について
・ ポスターについて
・ 広報活動について
・ 予算案について
第３回企画委員会（H20. 3. 12）
・ 各企画案と紹介文について
・ 案内について
・ 広報活動について
・ 集録作成要領について
・ 企画委員の後任
第４回企画委員会（H20. 6. ４）
・ プログラムについて
・ 座長・ファシリテータについて
・ 査読について
・ タイムテーブルと人員配置について
・ 実行委員会の立ち上げについて
・ アルバイト・ボランティアの募集について
第５回企画委員会（H20. 7. 16）
・ 各プログラムの進捗状況
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・ 査読結果について
・ 集録について
・ 学術集会運営の概要について
・ アンケート用紙について
第１回企画・実行合同委員会（H20. 9. 11）
・ 各プログラムの進捗状況
・ 運営マニュアルについて
・ アンケート用紙について
・ 緊急連絡体制について
・ 収支中間報告について
第６期評議員選挙結果の報告
　平成20年７月25日に選挙人に投票用紙を郵送し，８
月７日（当日消印有効）をもって投票を締め切り，８
月11日に開票作業を行った。投票総数109票（投票率
36.8％），有効投票数102票，無効投票数７票で，獲得し
た有効投票数の多い順に順次当選者とし，本人の承諾を
得て以下の19名が千葉看護学会第６期評議員選挙として
選出された。
　荒木暁子，石井邦子，石川かおり，大塚眞理子，岡田
忍，斉藤しのぶ，佐藤紀子，佐藤まゆみ，田所良之，田
中裕二，谷本真理子，永井優子，中村伸枝，舟島なをみ，
増島麻里子，丸光恵，宮崎美砂子，湯浅美千代，和住淑
子（五十音順・敬称略）
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Ⅰ．平成19年度会計収入　 自　平成19年４月１日
 至　平成20年３月31日
項　　　　　目 平成19年度予算案 平成19年度決算額 差異 備　　　　考
１．会　費 2,500,000 1,500,000 1,000,000
300件×5,000円
学会事務委託準備のため年
度末会費納入の請求せず
２．会誌代 150,000 183,000 △　33,000 13巻１号２号及びバックナンバー分　61冊
３．論文別刷代 300,000 325,580 △　25,580 25編分
４．学術集会貸付金の返金 500,000 500,000 0 第13回学術集会より
５．利　息 100 5,053 △　4,953
６．平成18年度繰越金 3,945,102 5,117,847 △　1,172,745
７．その他 0 26,000 △　26,000 寄付16,000円，第３回教育
セミナー参加費10,000円
計 7,395,202 7,657,480 △　262,278
＊差異＝予算額－決算額
Ⅱ．平成19年度会計支出 自　平成19年４月１日
 至　平成20年３月31日
項　　　　　目 平成19年度予算案 平成19年度決算額 差異 備　　　　考
１．会議費 100,000 194,813 △　94,813
　１）理事会／評議員会 100,000 194,813 △　94,813 理事会４回，評議員会１回，会計監査１回
２．事業費 3,850,000 3,532,312 317,688
　１）学会誌関係費 1,750,000 1,916,967 △　166,967
　　⑴学術雑誌刊行費 1,600,000 1,754,025 △　154,025 13巻１号1,460円×650冊，13巻２号1,110円×650冊，及び別刷
　　⑵学術雑誌発送経費 150,000 162,942 △　12,942 封入手数料，郵送費，別刷発送費等
　２）学術集会関係費 1,000,000 1,000,000 0
　　⑴学術集会助成金 500,000 500,000 0 第14回学術集会へ
　　⑵学術集会貸付金 500,000 500,000 0 第13回学術集会へ
　３）委員会活動費 1,000,000 535,345 464,655
　　⑴編集委員会 100,000 69,836 30,164 通信費，人件費，コピー代等
　　⑵研究活動推進委員会 500,000 171,814 328,186
学術集会学会企画及び教育セミ
ナー（会場費，講師謝金，アル
バイト，郵送費など）
　　⑶広報委員会
　　 （ホームページ作成・維持管理費） 400,000 293,695 106,305
ホームページ更新３回78,750円，ロゴ
マーク関係109,298円，デジタルカメ
ラ及び周辺機器80,262円　会議費等
　４）その他 100,000 80,000 20,000
　　⑴日本看護系学会協議会
　　　平成19年度会費 100,000 80,000 20,000
３．事務費 500,000 195,017 304,983
１）消耗品費 50,000 23,349 26,651 文房具
２）通信費 150,000 69,085 80,915 総会案内発送等
３）人件費 100,000 86,250 13,750 事務業務補助
４）印刷費 100,000 11,613 88,387 総会案内
５）渉外費 100,000 4,720 95,280 業務委託打ち合わせ交通費
４．予備費 2,945,202 3,735,338 △　790,136
　１）第13回学術集会企画委員会補助 － 60,385 △　60,385
　２）繰越金 2,945,202 3,674,953 △　729,751
計 7,395,202 7,657,480 △　262,278
会 計 監 査 報 告 書
千葉看護学会の平成19年度に関わる会計を監査いたしましたので報告します。
　１．監査実施日　　　平成20年６月15日（日）
　２．平成19年度決算審査
　　　平成19年４月１日から平成20年３月31日の間の会計帳簿，証拠証書類，現金，預金通帳の提示を受け，
　　　平成19年度収支決算書に基づき照合調査の結果，上記の通り相違ないことを認めます。
　　　　　　　　　　平成20年６月15日（日）
　　　　　　　　　　　千葉看護学会　監　事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　監　事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
＊差異＝予算額－決算額
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１．  第 15 回学術集会の開催
２．学会誌の発行（年２回刊行）
３．研究活動の推進
４．広報活動の推進
５．その他本学会の目的達成のために必要な事業
平成 21 年度　千葉看護学会事業計画案
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平成21年度収入支出予算（案）
（平成21年４月１日～平成22年３月31日）
○収入の部
区　　　　分 平成19年度決算額 平成20年度予算額 平成21年度予算案 備考
１．会　費  1,500,000  2,750,000  2,950,000 590人×5,000円
２．会誌代 183,000 150,000 150,000 15巻１号，２号：50冊×3,000円
３．論文別刷代  325,580 360,000  360,000 30編分
４．学術集会貸付金の返金  500,000  500,000  500,000 
５．利　息 5,053  100  100 
６．繰越金  5,117,847  4,117,947  1,745,053 
７．その他  26,000 40,000  40,000 教育セミナー参加費，寄付金など
計  7,657,480  7,918,047  5,745,153 
○支出の部
区　　　　分 平成19年度決算額 平成20年度予算額 平成21年度予算案 備　　　　考
１．会議費 194,813  350,000  200,000 
１）理事会／評議員会  194,813  350,000  200,000 
２．事業費  3,532,732  4,120,000  3,450,000 
１ )学会誌関係費  1,916,967  1,890,000  1,990,000 
⑴学術雑誌刊行費  1,754,025  1,700,000  1,800,000 
⑵学術雑誌発送経費  162,942  190,000  190,000 
２）学術集会関係費  1,000,000  1,000,000  1,000,000 
　⑴学術集会助成金  500,000  500,000  500,000 
　⑵学術集会貸付金  500,000  500,000  500,000 
３）委員会等活動費  535,345  1,130,000  360,000 
　⑴編集委員会  69,836  130,000  100,000 
　⑵研究活動推進委員会  171,814  500,000  130,000 
　⑶広報委員会  293,695  300,000  130,000 ホームページ管理維持費を含む
　⑷選挙管理委員会  －  200,000 － 
４）その他  80,000  100,000  100,000 
　⑴日本看護系学会協議会会費  80,000  100,000  100,000 
３．事務費  195,017 1,260,000  889,500 
１）消耗品費  23,349  20,000  20,000 
２）通信費  69,085  180,000  100,000 会費納入案内年 3回，総会案内発送など
３）人件費 86,250  30,000  9,500 950円 /ｈ×10ｈ程度
４）印刷費  11,613  100,000  50,000 総会案内，封筒など
５）渉外費  4,720  50,000  10,000 
６）業務委託費  －  880,000 700,000 
会員データ管理，会費徴収，会誌
発送用ラベル出力代，会誌保管料
などを含む
４．予備費 60,385  1,000,000 200,000 
５．繰越金 3,674,533 1,188,047  1,005,653 
計  7,657,480  7,918,047 5,745,153 
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